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HEAT 20 国がつくる基準、実務者がつくる目標
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（出所）経済産業省エネルギー庁総合資源エネルギー調査会 「エネルギー基本計画の要点とエネルギーを巡る情勢について」2015年度
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日本の住まいへ実務者が提案するHEAT20







HEAT20 活動趣旨（1）HEAT 20





委員会体制 2015年度

HEAT20委員会
委員長：坂本

設計ＷＧ
主査：鈴木

開口部TG

評価手法ＷＧ
主査：岩前

普及情報ＷＧ
主査：砂川

HEAT 20
氏名 所属

委員長 坂本 雄三 国立研究開発法人建築研究所 理事長

主査
鈴木 大隆 北海道立総合研究機構北方建築総合研究所副所長
岩前 篤 近畿大学建築学部長
砂川 雅彦 砂川建築環境研究所代表取締役

委員

中尾 哲朗 押出発泡ポリスチレン工業会事務局長
永井 敏彦 ウレタンフォーム工業会技術委員
斎藤 正憲 発泡スチロール協会／EPS建材推進部長
宮内 亨 フェノールフォーム協会事務局長
小竹 和広 ロックウール工業会
内山 貴弘 一般社団法人日本サッシ協会
田中 英明 硝子繊維協会断熱委員
栗原 潤一 一般社団法人プレハブ建築協会
梅野 徹也 一般社団法人プレハブ建築協会
坂部 芳平 三井ホーム株式会社技術研究所
伊神 健三 ALC協会専任技術委員
逢坂 達男 一般社団法人日本木造産業協会技術開発委員長
杉浦 公成 板硝子協会調査役
大木 茂 株式会社エクセルシャノン営業本部主幹
藤田 隆太 日本セルローズファイバー工業会事務局
渡邊 富士也 株式会社LIXILコーディネートグループGL

南 雄三 住宅技術評論家
開口部TG
委員

吉澤望 東京理科大学 理工学部建築学科 教授
北谷 幸恵 北海道立総合研究機構北方建築総合研究所 主査

技術専門委員
新井 政広 株式会社アライ代表取締役社長
松岡 大介 株式会社ポラス暮し科学研究所住環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

サポート委員
小浦 孝次 EPS建材推進協議会技術委員長
布井 洋二 硝子繊維協会断熱委員長

建築家委員
服部 郁子 amble建築設計事務所
村田 直子 MOON設計

コンサル 溝口 真帰子 砂川建築環境研究所

事務局
八木 一彰 財団法人建築環境省エネルギー機構参与性能評価部長
鵜澤 孝夫 硝子繊維協会事務局









HEAT20 外皮性能グレードとシナリオHEAT 20

出典：HEAT20設計ガイドブック2015.4
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18HEAT 20 外皮性能グレード検討の考え方

省エネ基準
暖冷房モード

高性能外皮住宅
暖冷房モードが
あるはず・・？

⇓
HEAT20モード

提案

EB・NEBを“見える化”する際の前提条件、“個性”をどう考えるか？
→例えば、周辺条件・プラン・暖冷房モード・住まい方など・・

・車（周辺条件・プラン）は基準策定モデル
・走行モード（暖冷房モード・住まい方）はHEAT20モード で検討











HEAT 20

出典：HEAT20 homepage http://www.heat20.jp/

G1・G2シナリオ（EB）最終版

EB　省エネルギー性能

表4　表1の暖房方式における暖房負荷*2削減率　（平成25年基準レベルの住宅との比較）

表5　全館連続暖房方式における暖房負荷*2削減率　（平成25年基準レベルの住宅で表1の暖房方式とした住宅との比較）

出典：HEAT20 homepage http://www.heat20.jp/



G1 G2グレードと諸外国水準比較(2013.12時点）HEAT 20

諸外国の基準との単純比較が無意味な理由・・？
→(前述の通り)気候特性の違い
→本質的な暖(冷)房モード=生活慣習の違い
→ただ・・

・「部分間歇」は推奨すべきか
・そして「全館空調」は実在するのか











HEAT 20 住宅シナリオの補正：暖房負荷の比較
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同じ断熱仕様のときの暖房負荷_東京を1としたとき



HEAT 20 住宅シナリオの補正：６地域の都市比較







HEAT 20

HEAT20外皮性能グレードによるメリット

→ A02

EB（暖房・冷房エネルギー）・NEB （室内温度環境性能）















HEAT 20 外皮性能グレードラベルの発行システム

HEAT20ホームページトップ画面から、外被性能グレードラベルの発行申請が可能です。
HEAT20URL：http://www.heat20.jp/

●申請には下記７項目の同意が必要となります。

１．主旨：本制度は、木造戸建て住宅における外皮の断熱性能について表示することにより、一般消費者へ
の情報提供に努める事を目的にしています。

２．申請者（ラベル使用者）は、主旨を理解し正しく使用する義務があります。

３．申請者（ラベル使用者）は、申請住宅に於いて気密性の確保及び結露の防止等の措置を講じる必要が
あります。

４．下記で示す各地域のＵＡ値、ηＡC値を超えるものについては申請できません。

５．本ホームページより出力された内容については、申請者の申告により作成されたものであり、HEAT20
委員会は何らの保証責任及び賠償責任を負うものではありません。

６．各外皮性能グレードの定義につきましては、モデルプランを使用した代表地域におけるシミュレーション
結果に基づくものであり、実際の住宅の性能を保証しているものではありません。

７．ご記入頂きました個人情報につきましては、本制度に関する確認・連絡の際に使用させていただきま
す。また、今後HEAT20委員会よりイベント案内やメールマガジン等をお送りさせていただくことがござい
ます。ご記入頂きました個人情報について。訂正または削除を希望される場合は、下記メールアドレス
までご連絡いただきます様お願い申し上げます。尚、ご記入頂きました個人情報はHEAT20委員会にて
厳重に管理いたします。

http://www.heat20.jp/


HEAT 20 外皮性能グレードラベルの発行システム



HEAT 20 外皮性能グレードラベルの発行システム



HEAT 20 HEAT20 外被性能グレード表示ラベル



HEAT 20 さいたま市の取組み

◇さいたま市の政策
・東日本大震災の経験を踏まえ、低炭素化とレジリエンス性の双方か
らの取組を進めている。
・「次世代自動車・スマートエネルギー特区」として、国の地域活性化
総合特区の地域指定を受け、災害に強いまちづくりを進め始めた
のは平成２３年度（国の国土強靭化推進計画以前からの取組）。
・国土交通省の「首都圏広域地方計画」においても、東日本の要衝と
位置付けられ、滞留型地方創生の拠点として期待されており、本市
発の取組を主に東日本の都市を対象に発信していく。

「ＨＥＡＴ２０報告会に寄せて」平成28 年3月22 日
さいたま市環境未来都市推進課長
高橋伸一郎 様 より抜粋・編集





HEAT 20 さいたま市の取組み

◇HEAT20との出会いと期待
・ＨＥＡＴ２０は、埼玉県住まいづくり協議会サスティナブル委員会との協議の中で紹
介頂いたことがきっかけ。
・市環境局では、早速「ＨＥＡＴ２０設計ガイドブック」を購入し検討を行った。
ＨＥＡＴ２０グレード２基準が、美園地区におけるモデル街区に求めている
住宅性能を満たすものと判断した。
・市と施工販売会社３社でＨＥＡＴ２０Ｇ２による施工について合意。
・大手住宅メーカー以外の地元企業でいかに低炭素でレジリエンス性の高い住宅を
建築してもらうかが、ＣＯ２削減と災害時の市民の安全・安心確保にとって最も重
要。
・ＨＥＡＴ２０設計ガイドブックでは、様々な場面に応じて詳細に取組の方向性が提案
されており、地元工務店から準大手まで参加できる内容となっているものと評価し
ている。
・様 な々規格・基準の検討団体・組織との情報交換を推進しつつ、一定の関連性や
互換性を確保することで、より多くの工務店、建築業、部材メーカー等の参加を促
すことを期待したい。
・今後、中古住宅を活用した買い替え需要が高まるものと考えている。リフォーム
業者等による活用に向けた取組に対しても大いに期待したい。







出典：国交省社会資本整備審議会 建築分科会 建築環境部会 第11回 省エネルギー判断基準等小委員会（省エネ基準合同会議第7回）配布資料（資料3-1）





2016年度 体制と検討内容

HEAT20委員会 委員長：坂本

設計ＷＧ
主査：鈴木

開口部TG

評価手法ＷＧ
主査：岩前

普及情報ＷＧ
主査：砂川

HEAT 20

「検証ＷＧ」に改組
・全国に建設されるHEAT20G1・G2住宅を対
象に調査・性能検証を行い、効果の見える
化、
設計情報、今後の水準提案に向けた知見の
収集 など

・設計GB2016＋を発行（2016.7月を予定）
・共同住宅G1・G2、戸建住宅G3グレード検討
・開口部設計ガイドブックの作成など

・HP、FBによる情報発信
・ラベリング発行管理
・小冊子の作成、発刊
・講習会の実施 など

住
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